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乳がん術後に身につける下着についての悩みや不安を抱えている患

者さんは多くいらっしゃると思います。それは、「下着」というデリケー

トな話のため、気軽に相談しにくく、また、医療従事者からの情報提供

も充分ではないと考えられます。 

 

手術後は経過に合わせて下着やパッドを選択する必要があります。そ

のため多くの患者さんは「専用の下着やパッドを準備しなければいけな

い」と考えてしまうかもしれません。確かに手術直後には、術後用の下

着の準備をお願いする施設が多いと思います。しかし、手術後の経過に

合わせて術前に使用していた下着や身の回りにあるものを工夫して対

応していくことも可能です。 

 

手術後の傷の大きさや位置、経過には個人差があります。この小冊子

では、専用の下着やパッドの購入を勧めるのではなく、手術後の経過に

合わせて、どのような視点で身につける下着を考えたらよいのか、また、

手作りのものと専用のものを使いこなすアイデアやコツをお伝えしま

す。なお、乳房再建術後に適した下着についてはこの内容とは異なりま

すので、医療者にご確認ください。 

 

この小冊子が少しでも手術後の生活のお役に立つ事を、心から祈って

おります。 
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乳がんの手術後は、傷の位置や大きさ、術後放射線治療を行うかなど、患

者さんの体の状態や傷の治り具合により、手術後の経過に合わせて下着やパ

ッドを選択することが必要になります。そのためどの時期に、どのような下着を

身につければよいのか、悩まれることでしょう。基本的な考え方は、「手術した

ところを保護する」、「体のボディーラインを整える」、「体の左右のバランスを整

える」ことが大切になります。もちろんこの基本的な考え方は、ライフスタイル、

仕事、手術の経過などにより、考える比重は異なってきます。具体的には、手

術の傷が治るまでは、「手術したところを保護する」を中心に考える必要があり、

外出することを考える頃には「体のボディーラインを整える」こと、そして長い

目で見ると「体の左右のバランスを整える」ことが大切になってきます。そのこ

とでさらに「どうしたらよいのだろう」、「専用のものが必要なのか」という悩みを

強くしてしまうかもしれません。 

手術後は、手術直後のように専用の下着が必要になる時期があります。し

かし「経過に合わせた下着やパッドを身につけていく」経過の中には、手術する

前に使用していた下着や身の回りにあるものを工夫して代用していくことも可

能な場合があります。 

本当に専用のものが必要なのか、他のもので代用していくことができるのか

を見極めるためにも、術後の経過に合わせた下着・パッドの選び方や身近にあ

る物を工夫していくコツや知識を身につけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乳がん術後の下着・パッドについて １ 
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-「がん体験者の悩みや負担等に関する実態調査」より 
 

乳がんの手術をされた患者さんの声です。このように悩みを抱えながら、が

んと向き合った方々がいらっしゃいます。治療の影響で抱えてしまった悩みは、

一人ではなかなか解決方法を見つけることができません。一人で悩まないで

医療者に相談してください。相談場所がわからない場合は、地域のがん相談支

援センターに相談してもよいでしょう。 

 

 

 乳がんの手術をしたが、乳がん用の下着はどのようにして購入できるのか。 

 

左右の身体の違いに毎日悩み、再建も考えているがためらっている。 

 

患部を大きく切除しているので、服を着るときに形を整えたりするのに困って

いる。 

 

 手術で乳房の形が醜くなったらどうしようという不安と放射線の治療は何事

もなく終わるのだろうかという心配があった。 

 

 傷口が大きいことを悩む。 

 

 乳房切除で自分の体がシンメトリーでないことをつくづく考える。楽しみの一

つだった温泉に入る勇気はなくなり、主人と出かける機会も少なくなる。再建

もあるが、傷も気になり今はあきらめようと頑張っている。もっと簡単に入浴

ができる取り外せる乳房が欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

患者さんの声 ２ 

２ 



     

 

 

乳がんの手術後に体の変化に合わせて下着・パッドを選択する目的につい

て、もう少し詳しく説明します。目的は以下のように４つあります。 
 
 

● 外見を整える 

● 左右のバランスを整える 

● 手術した部位を保護する 

● 手術した部位を保温する 

 

 

 

 

それでは、それぞれについて述べます。 

 

【 外見を整える 】 

手術後、胸の左右差が服の上から目立つと、 

人目などが気になったり気分が落ち込んだりして外出や仕事を控え

がちになってしまうことがあります。行動範囲が狭まったり、気分的

にふさぎ込んだりしたままでは生活も辛くなるだけだと思います。 

下着やパッドを使用することで、洋服のシルエットのバランスがとれ

違和感がないように外見を整えることができます。 

 

 

 【 左右のバランスを整える 】 

乳房の重みに左右差が生じていると、 

肩の高さが変わる、かばう姿勢をとるという変化が起こることがあり、ふらつ

きを感じる人もいます。また、まっすぐに歩いているつもりでも、手術をしてい

ない方に寄っていってしまうことがあります。長年かけて筋肉の使い方がア

ンバランスになり、背骨が曲がる、肩こり、頭痛、腰痛の原因になる場合があ

るので、バランスを整えることは大切です。 

下着・パッドを選択する目的 ３ 

３ 



 【 手術した部位を保護する 】 

  手術後、日常生活の中で物を抱えたり、子どもやペットを 

抱いたりする時には、胸に衝撃がかかる可能性があります。 

そのような時に、下着やパッドがクッションの役割になり、 

手術した部位を保護することができます。 

 

 

【 手術した部位を保温する 】 

手術により切除された部位は、皮下脂肪がない状態に 

なります。そのため部分的に寒さを感じやすくなったり、 

寒さにより傷の痛みに敏感になったりする場合があります。 

下着やパッドの使用で、手術後のデリケートな胸を適度に 

保温することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

   

【手術（乳房切除術）後の傷について】 

 
手術後に見える傷は皮膚の切開創ですが、実際には乳房を取っている 

ので、皮膚の下にも傷があります。そのため、皮膚の切開創が治っても 

手術した方の胸全体に違和感などを覚えることがあります。 

これも次第に緩和してきますが、術後の下着は皮膚の切開創が治っても 

1 ヵ月程度は皮膚に強い圧迫がかからないようにした方がよいでしょう。 

 

皮膚の切開創 

手術で取る範囲 



 

 

手術後、時間が経過すると傷や体の調子なども変化するので、身につける

下着やパッドもそれに合わせて変えた方がよい場合があります。これから、手

術後の経過に合わせた下着とパッドの選択の要点について説明します。 

ポイントは、「手術の傷の治り具合により、下着を選ぶ」です。 

 

 

                                                        

「傷の保護」を第一に考え、傷への刺激は避けましょう 

  

 

● 圧迫がかからない、ゆったりとした下着 

● ワイヤーが入っていない下着 

● 綿などやわらかくて、汗の吸収がよい素材 

● 重みのあるパッドは使用しない。胸のふくらみが 

ないことが気になる場合は、ガーゼハンカチや 

タオルを挟む 

  

 

 

 

                 皮膚の傷は治っているが、傷の痛みや感覚障害から、 

下着やパッドが当たると不快に感じる場合があります 

 

 

● 圧迫がかからない、ゆったりとした下着 

● ワイヤーが入っていない下着 

● 綿など肌にやさしい素材 

● 不快感がなければ軽量タイプのパッドを使用 

してもよい 

 

【手術後１週間から 1 ヵ月以内の時期】 

 

４ 手術後の経過による下着とパッドの選択 

【手術直後から 1 週間以内の時期】 
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圧迫がかからない下着とは、体に下着の圧迫痕が残らないことを目安にしてく

ださい。 

 

 

 

傷の痛みも感覚障害も和らいでくる時期です 

                    体型に合ったものを選べるようになります 

                                           

 

● 手術前に使用していた下着にパッドを組み合せ 

   る                              

● 乳がん用の下着や重みのあるパッドを使用して 

もよい             

● 皮膚にむくみが残っている場合は、ゆったりとし 

   た下着を選ぶ 

● 乳房再建術を受けている場合は、ワイヤーの 

                         入っている下着は避けたほうがよい 

● 放射線治療を受ける方は、次ページを参照 

 

 

 

なお、部分切除術を受けた方も傷が治るまでは、「傷の保護」を考え、圧迫

がかからないゆったりとした下着の方がよいでしょう。傷が治れば、手術前の下

着を使用することができます。ただし、手術後はサイズが変わっていることもあ

るので、注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

【手術後 1 ヵ月以降の時期】 

 

６ 



                             

 

 

 

      放射線治療を受けられる方は、1 ヵ月以降でも注意が必要です 

                 

        ● 治療中は、放射線の影響で皮膚に日焼けの 

ような炎症が生じるので、皮膚に強い圧迫が 

かかる下着は避け、綿などやさしい素材、 

縫い目がないものを選ぶとよい 

                      ● アンダーバストがゴム素材のものは、皮膚に 

圧迫がかかりやすいので避けるとよい 

                      ● かぶるタイプの下着は、足から通して、 

身につけるとよい 

● 治療中は、放射線が当たっている部位を 

こすらないように注意する。また、治療の 

ためのマーキングが下着に色移りすることが 

あるので、色移りしても大丈夫なもの（安価、 

色の濃いものなど）を検討するとよい 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【放射線治療を受けられる場合】 
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手術が決まって、あわてて乳がん用下着やパッドを購入しなくても、手元に

ある物を工夫すると、経過を見ながら必要に応じて専用の下着やパッドの購

入を検討することができます。ここでは、下着やパッドの手作りによる工夫につ

いて紹介します。 

 

【 手作り下着① ポケットを作る 】 

手術前に使用していたブラジャーの裏にポケットを作ると、パッドなどを入れ

ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 下着・パッドの手作りによる工夫 

● ポケットに使用する素材は 

   綿など少し伸縮性があり、 

   皮膚にやさしいものを選んで 

ください 

 

● 「コの字縫い」で縫うと縫い目 

   が目立たなくてきれいに 

仕上がります 

 

● スナップボタンをつけると 

パッドなどを入れやすく 

なります 

 

● 入れるものは、ガーゼハンカチや 

保冷剤で代用することができます。 

   重み調整が必要な時は、保冷剤 

を使用した方がよいでしょう。 

なお、保冷剤は角が当たらない 

ようにハンカチなどで包んでください 

スナップ 

ボタン 
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【 手作り下着② 胸の谷間をカバーする  】 

  傷やくぼみで胸元が気になる場合は、カップの間にお好みの柄の布やレース

などを縫いつけるとカバーすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

手術の傷の痛みや感覚障害がある時期は、圧迫がかからない、 

ゆったりとした下着を着用するように説明しました(5 ページ参照)。 

この時期には、パッド付キャミソールを着用する方が多い印象です。 

    患者さんから以下のような工夫を教えていただきましたので、参考に 

    してください。 

         

        ● ゴムをカットする 

 

 

 

 

 

 

        ● ワンサイズ大きいものを使用する 

 

 

《患者さんから学んだ工夫》 
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胸パッド(フル) 胸パッド(部分) 肩パッド 

 【 パッドの種類 】 

  手作りのパッドには、洋服の肩パッドや手持ちの胸パッド、ガーゼハンカチや 

ストッキングを利用します。 

肩パッドや胸パッドには数種類の大きさや形があるので、補整したい部分や

範囲に合わせて利用するものを選びます。                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手作りパッド① 胸パッドを利用したカップの補整】 

フルカップの胸パッドは、形が崩れないように、中にワタやパウダービーズな

どを詰めて、底辺の形に切った布と縫い合わせます(かがり縫い)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸パッド 

三角パッド 
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〔肩パッドや胸パッドの一例〕 



さらにボリュームが必要な場合は、大きめのガーゼハンカチなどを利用して

作ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 用意した布の中心にワタなど、詰める物を置いて、風呂敷で包む

ような要領で縛ります 

※詰める量は何回か試して調整をしてください 

② 使用したいパッドの裏と縛った 

部分にスナップボタンをつけま

す 

③ 2 つ合わせると、ボリュームアップ 

   をすることができます 

 

スナップ 

ボタン 

11 

 



 【 手作りパッド② 肩パッドを利用したカップの補整 】 

  肩パッドを利用する場合は、ボリュームを出すために、２枚重ねて縫い(かがり 

縫い)、ワタなどを詰めて、高さを調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ２枚重ねる ② かがり縫い ③ 詰めて高さを調整 

④ 完成 
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【 手作りパッド③ 部分的なくぼみなどの補整 】 

鎖骨の下にくぼみがある場合や部分切除術後など、部分的に補整が必要

な場合は、胸の部分パッドや肩パッド、ストッキングを利用して作ることがで

きます。 

使用する時は、挟むだけだと体を動かしているうちにずれてしまう事がある

ので、スナップ止めにするなどして下着に固定をすると安心です。 

     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 胸の部分パッドや肩パッドを 2 枚重ねます 

② 重ねた 2 枚を縫います(かがり縫い) 

③ くぼみがある所に入れます 

《胸の部分パッドや肩パッドを使用する方法》 
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    ※縛った部分を下着にはさんで出しておくと抜け落ちにくくなります 

 

《ストッキングを使用する方法》 

① ストッキングを用意します 

   長いストッキングの場合は 

   適当な長さで切ります 

② 切り取った足の部分にワタ 

などを詰めます 

③ 中身を調整して、上の部分を縛ります 

④ 補整したい所に入れます 
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【 パッドのその他の工夫 】 

  ① ボリュームアップには下着ショップなどで購入できるジェルパッドで代用 

することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 洗濯が難しいものは、パッドカバーを作れば汚れてもカバーだけの交換 

で済みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のように、手作りや代用品で工夫すれば、あわてて乳がん用の下着や

パッドを購入しなくても、様子をみながら専用の下着やパッドの購入を考える

ことができます。 
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  乳がん用の下着・パッドと言っても、患者さんの体の状態や手術後の経過

によって選択できる下着やパッドが異なります。これから乳がん用の下着・パッ

ドの一般的な特徴とその種類について説明します。 

 

【 下着の特徴 】 

一般的な特徴を以下に示します。 

 

  

① 乳房全体を包み込むようなカップ 

 

② 胸元の開きが少ない 

 

③ 肩ひもは幅が広く、肩に強い圧迫が 

かからない 

 

④ 調整金具は傷に当たらないように、 

背中にある 

 

⑤ アンダーバストは幅が広い 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

乳がん用下着・パッドの特徴と種類 ６ 

① 

② 

③ 
④ 

⑤ 
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【 下着の種類① 種類の一例 】 

下着の種類は複数あります。手術後の経過とそれぞれの特徴を考えて、体

にあったものを選びましょう。 

 

     

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

傷を刺激しないつくり 

になっている 

 

楽に着脱ができる(腕の動かし

にくさをカバーする) 

〔手術直後に着用するタイプ〕 

 
〔前開きタイプ〕 

 

〔キャミソールタイプ〕 

 
〔裏にポケットがあるタイプ〕 

 

胸元が隠せ、締めつけ感も 

少ない 

 

カップや肩ひもの裏にパッド

を入れることができる 

 サイズがあえば、和装用ブラ 

ジャーで代用することもできる 
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【 下着の種類② 胸元の開き具合 】 

手術の傷やくぼみを隠せるように、傷の大きさや位置を考えて選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔レースで隠せるタイプ〕 

 
〔ソフトワイヤータイプ〕 

 

胸元をレースで隠せる 刺激を少なくするために、 

ワイヤーが外側についている 

 

狭い 広い 
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【 専用パッドの種類と特徴 】 

  パッドにはシリコンタイプや綿・ウレタン・スポンジタイプ、ジェルタイプの種類 
があります。一般的には手術後の経過に合わせて、形や重さを考えて選び

ます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
これらのパッドは、下着のポケットに入れたり、下着と皮膚の間に挟んだりす

るなどして使用します。またシリコンパッドの中には、皮膚に直接つけるタイ

プがあります。選択には手術後の傷への負担や刺激を避けることがポイン

トです。手術の傷が治るまでは、軽いもの、皮膚に直接貼らない、通気性のよ

いものを選んでください。なお、皮膚に貼れるパッドについては、次ページを

参照してください。 

 

シ
リ
コ
ン 

綿
・
ウ
レ
タ
ン
・ 

ス
ポ
ン
ジ 

ジ
ェ
ル 

● 感触が乳房に近い 

● 重さがある 

● 通気性に関しては期待できないものが

多い 

● シリコンタイプに比べると安価 

● 洗うことができる 

● 重さがない 

● 形をある程度自由に変化させること 

ができる 

● 通気性はない 
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【 皮膚に貼れるパッドについて 】 

    皮膚に貼れるシリコンパッドは、仕事や運動などで体を動かす時に使用さ

れることが多いようです。ここでは、使用する時に注意をしていただきたいこ

とについて少し補足説明します。 

 

 

    ● 手術の傷が治ってから使用しましょう 

 

    ● 装着中に発赤やかゆみなど、皮膚の異常 

       が生じたら使用はやめましょう 

 

    ● 長時間の装着は、皮膚に負担をかけます 

       睡眠中は外すとよいでしょう 

 

    ● 入浴には対応していないので、お風呂に 

       入る時は外してください 

 

    ● 保管は、購入時の専用ケースに保管すると 

       よいでしょう 

 

    ● お手入れの方法は、製品によって異なる 

       ので、購入時に確認することを忘れないで 

       ください 
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これまでにお伝えしてきた下着とパッドの特徴や種類を踏まえ、患者さんの

手術後の経過を通して、下着とパッドの組み合わせの実例を簡単に紹介しま

す。なお、一般的に下着とパッドを組み合わせることができるのは、手術の傷

が治ってからになります。ここでは、退院後から手術後 1 ヵ月以内と手術後 1 ヵ

月以降の時期の実例を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下着は締めつけのないものを選び、ボリュームのあるパッドを入れて大きさ

を整えるのが基本的な考え方です。前述したように、締めつけのない下着とは、

体に圧迫痕が残らないことが目安です。この時期のパッドは手術した胸に負担

がかからないように軽めのものを使用してください。また、そのまま下着のカッ

プにパッドを入れても大きさや形を整えることはできますが、体を動かしてい

るうちにズレてきてしまうので、ポケットに入れたり、スナップなどで下着に固定

したりする方がよいでしょう。 

下着・パッドの組み合わせの実例 ７ 

《退院後～手術後 1 ヵ月以内》 
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手術後 1 ヵ月以降の時期は傷の状態が落ち着いてくるため、今まで使用し

ていた下着や乳がん用の下着を利用し、重みのあるパッドを入れることができ

ます。ただし、手術後はサイズが変わっていることがあるので、アンダーバストと

手術をしていない方の乳房のカップがフィットする下着を選ぶとよいでしょう。 

左右の乳房の大きさが同じになるように、手術した方のカップに入れるパッ

ドを選び、肩ひもを調整します。場合によっては手術をしていない乳房に小さ

なパッドを入れると、きれいなバストラインになります。 

パッドが重く感じる時は、外出時とくつろぎ時で、パッドの重い・軽いを使い

分けるとよいでしょう。また、重みを支えるために外側にソフトワイヤーがあるブ

ラジャーを使用してもよいでしょう。 

傷やくぼみで胸元が気になったら胸元が隠れる下着や洋服を選んでくださ

い。服の上からストールでカバーすることもできます。 

なお、手術した方の下着がズレてしまう場合は、パッドの重さを重めに調整

したり、アンダーバストのサイズが合っているか確認したりしましょう。 

《手術後 1 ヵ月以降》 
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    現在（2025 年 6 月）、乳がん術後の医療用補整用具（術後下着、 

    パッド、人工乳房）は医療費控除の対象ではありません。 

    しかし、医療用補整用具購入費の助成制度を実施している自治体が 

    あります。助成対象、金額、申請方法などは自治体で異なります。 

    詳細は、お住まいの自治体にお問い合わせください。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

手術後入浴ができる状態になれば、温泉にも入ることができます。 

     しかし、胸の傷あとが気になり諦めてしまうこともあるかと思います。 

     でも、諦める必要はありません。全国には、入浴着を着て入れる施設 

     があります(ネットで検索してみましょう)。 

     また、貸し切り風呂がある施設を利用するのも 1 つの方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

《術後下着・パッド・人工乳房の購入支援について》 

〔手術後の公衆浴場での入浴〕 
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これまで「体に合った下着を選んでください」と話をしてきました。しかし患

者さんの中には、「どういう状態であったら体に合っているのか」と悩む方もい

るかもしれません。そこで体に合っているかどうかをチェックするポイントについ

て簡単にお伝えしますので、1 つの目安としてください。 

 

【 乳房や乳房のまわり、アンダーバストの圧迫 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 乳房とカップの間に空間が生じる 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、左右の乳房の大きさが異なる場合は、大きい乳房の方にカップ数を

合わせ、小さい乳房にパッドを入れて調整してください。 
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８ 「体に合った下着」について 

● 体をまっすぐにした時に、乳房とカップの 

間に空間ができないかを確認しましょう 

● 乳房や乳房のまわり、アンダーバストの 

ところに、下着の圧迫痕が残らないこと 

が目安です 

 

● 身につけて間もない場合は、痛みや窮屈 

さを感じないことが大切です 

 

● 体をまっすぐにした時に、乳房がカップに 

収まらずに、はみ出ていないかを確認して 

ください 



【 下着がずれ上がる 】 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
【 肩ひもについて 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在はお店に行かなくても、買い物ができる時代です。体がつらい時は便利

ではありますが、カップやアンダーバストのサイズで選ぶタイプの下着の場

合は、失敗しないために、できれば試着してから購入するとよいでしょう。 
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● 体を動かした時に、下着がずれないかを 

確認してください。身につけて、両腕を 

挙げてみるとわかりやすいでしょう 

● カップやアンダーバストのサイズが合って 

いても、肩ひもがきついと肩に強い圧迫

が生じます 

 

● ゆるいと下着を身につけていても、乳房 

が大きく揺れたりします 

 

● 肩に跡が残ったり、乳房が大きく揺れたり 

する場合は、肩ひもを調節するように 

しましょう 



《静岡がんセンター作成冊子のご案内》 

 

静岡がんセンターでは、乳房再建の概要を知っていただき、術後の生活の 

参考のために、「乳房再建術後の経過とケア」の小冊子を作成しています。 

この小冊子は静岡がんセンターのホームページからダウンロードすることが 

できます。 

 

ＵＲＬ：https://www.scchr.jp/ 
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「乳房再建術後の経過とケア」(A5サイズ) 



<参考資料> 

  本文で紹介できなかった手作りのパッドやポケットの作成過程を簡単に示

します。 

 

【丸パッド】 

 

 

 

 

 

【三角パッド】 

 

 

 

 

 

【パッドのボリュームアップ】 

 

 

 

 

 

【肩パッド】 
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【肩パッド】 

 
 
 

 

 
 
  【ポケット】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コの字縫い】 

  布の山折りしている所を縫い合わせる方法です。縫い目が目立ちません。 
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